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ミリ波サブミリ波のような高い周波数で観測を行う地上の単一鏡型電波望遠鏡は、空間分解能向上と集光面積
拡大のために大口径化が進んでいる。一方で、電波望遠鏡の口径が大きくなるほど、重力による静的変形と風や
熱による動的変形で波面誤差が大きくなるという問題がある。静的変形は既存の技術で補正可能だが、動的変形
を補正する技術はまだ確立していない。したがって、動的変形による波面誤差を実時間で補償するミリ波補償光
学（MAO）の実現は次世代大型サブミリ波望遠鏡（LST/AtLAST）の実現に不可欠である。
我々は野辺山 45m電波望遠鏡でMAOの実証に向けた研究を進めている。本望遠鏡におけるMAOは、波面セ

ンサで主鏡面–受信機間の超過経路長（EPL）を実時間で計測、指向誤差と焦点ずれ由来の成分を抽出し、これら
を副鏡の並進移動で補正することで稼働する。波面センサでの指向誤差の検出成功（岩上 2025, 修士論文）に加
え、制御アルゴリズムも既に定式化しており、フィードバック制御が安定に動作し、低次の波面誤差が抑制でき
ることをシミュレーションで示した（Jikuya&Tamura in prep.）。そこで、2025年 10月に野辺山 45m電波望遠
鏡で実験を行い、制御が効いた状態でEPLに意図的に外乱を加えてシステムの応答を評価した。その結果、外乱
に対して副鏡駆動量や状態変数が有界、すなわちフィードバック制御が安定に動作することを確認し、世界初の
電波望遠鏡の補償光学に成功した。また、指向誤差を模擬した外乱に対しては外乱を打ち消すように制御が働き、
補正不可能な外乱には制御が働かないことも確認した。指向誤差の抑制効果に関する解析結果も併せて報告する。


